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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
検
察
庁
に
よ
る
刑
事
事
件
に
係
る
情
報
の
リ
ー
ク
等
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁

書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
検
察
庁
に
よ
る
捜
査
の
進
捗
状
況
等
の
情
報
を
、
検
察
庁
が
新
聞
社
等
の
各
報
道
機
関
に
流
す
こ
と
」
及
び

「
あ
る
刑
事
事
件
に
関
す
る
情
報
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
の
で
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。

二
に
つ
い
て

刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
四
十
七
条
に
は
、
「
訴
訟
に
関
す
る
書
類
は
、
公
判
の
開
廷
前

に
は
、
こ
れ
を
公
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
但
し
、
公
益
上
の
必
要
そ
の
他
の
事
由
が
あ
つ
て
、
相
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。
」
と
規
定
さ
れ
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
条
第
一
項
に
は
、
「
職

員
は
、
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
と
い
え
ど
も
同
様
と
す
る
。
」

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

一



前
回
答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
二
一
一
号
）
一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と

お
り
、
検
察
当
局
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
、
捜
査
上
の
秘
密
の
保
持
に
つ
い
て
格
別
の
配
慮
を
払
っ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

捜
査
情
報
を
外
部
に
漏
ら
す
こ
と
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

二


